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岩屋『こどもS0S』運動 

    子どもを取り巻く環境が悪化の一途をたどる今日、

子どもを守る運動は各地で盛んに行われております。去

年1年間では、岩屋・津名西・洲本署管内合わせて約２５

件もの子どもに対する声かけ等の事犯が発生しているそ

うです。地域の保護者などは一斉に危機感を募らせ、そ

の対応に走りまわっている中で、岩屋では、即対応・即実

行型の『は～い！こちら岩屋防犯グループです。』という

グループが立ち上がり、防犯パレードをはじめとする活動

を実践しています。また、石屋小学校PTAを中心に『こど

もSOS』運動がスタートし、保護者が、危険と思われる区域

の家庭を訪問し、こどもSOSシールと黄色いハンカチを配

布し、在宅時は黄色いハンカチを必ず玄関に取り付けて

いただいて、目印としての機能を強化しました。後日、一

斉下校時に先生方をはじめ、保護者や防犯グループのメ

ンバーが同伴して協力家庭を訪問し、子どもとの顔合わ

せをしました。この運動は、「子どもへの目印と町の防犯

意識を高める。」という意味もありますが、「犯罪をおこしに

くい、おこさせない環境づくり。」を目的としています。       

                  投稿 淡路市 立谷林也 
通学路守る「幸せの黄色いハンカチ」 

地域のおじさん・・・田んぼで農作業をしていると午後の

早い時間に小学校の低学年の子どもたちが何人か連

れ立って帰っていく。そして、夕方近くになると高学年の

子どもたちも帰っていく。農作業の手を休めて挨

拶をするとはじめは素通りしていた子どもたちも

何回か続けていると子どもの方から挨拶をするよ

うになり話もできるようになっていく。中には「おっ

ちゃん、こんな大きな玉ねぎ作るのに何年ぐらいかかる

の？」「ム、ム、ム！？」答に窮する珍問答もある。「１２月

に植えても６月にはこんなになるよ。」「えっ！？」見てい

るようであまり見えてないのかな。ともかく、「お父さ

んお母さん、たまには子どもさんと一緒に通学路を

歩いて地域の人とことばを交わ

してみませんか。」 取材：坂本和子 
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Page 2  生活創造応援隊だより 

 南あわじ市立湊小学校の保護者、及び地区老人会に、不審

者対応の一つとして「見守り活動」腕章が配布されています。子

供たちの登下校や遊びなどの活動に合わせて、腕章をつけて犬

の散歩、買い物、ジョギング、ウｵーキング等を行い、子供たちの

安全確保に協力しようという目的です。防犯ブザーの携帯などに

加え、いつもどこかに大人の目があり見守ってもらえているという

ことは、親子とも安心材料の一つになります。  取材：曽根佑起

 老人クラブを中心とした地域の方々にご協力を

いただき、小学校の登下校時に腕章をつけ、

「声かけ・あいさつ」を通学路にて行っています。

腕章にはそれぞれ番号がついており、管理を徹

底するように務めています。    

いか･･･知らない人にはついて「いか」ない 

の・・・・知らない人の車には絶対「の」らない 

お････「お」おきな声で助けを呼ぶ 

す････「す」ぐに逃げる 

し・・・・「し」らせる 

 学 校 で

の指導 

 洲本第三小学校の保護者、地域の方々の協力の

もと、「パトロール中」の看板をつけた自転車（１３５

台以上）が、地域ぐるみで子どもを守ろう！と街中を

走っています。             取材:和田和子 
取材：水田未央子 

 写真左の防犯ベルは旧三原町の頃、小学校・中学校の生

徒に配られた物です。 首にかけていると、いろんなところに

ひっかけて誤って鳴らしてしまうで、試しに鉛筆型を買って

みました。音が小さいのが気になりますが、子どもの手です

ぐ引っ張れる位置に固定できるので、つけ忘れもなく安心で

す。                       応援隊：坂本厚子 

ランドセルにセットさ

れたランセル型の防犯

ベルも･･･！ 

小 さ い け れ ど、高 い 音 で す。            

ビィービィーという電子音で結構大きな音です。 

鉛筆型の方の音は、 
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 咄嗟の時って声が出ないものです。まだ若かった

頃、引ったくりにあいました。会社帰り、回りには誰もい

なくて一人夜道を歩いていたら後方から人が走って来

る気配。追い越しざまにバッグをギューと引ったくられ

ました。そのとき、普段から地声が大きい私なのに蚊

の泣くような声しか出ませんでした。あの時防犯ベル

があったら…。日頃の備えが大切です。 

教訓：防犯ベルは首から提げておくのがいいかも・・。             

                   応援隊  いしだっち 

Child      Assault        Prevention 

ＣＡＰ 講習会に参加して・・・！            

          淡路生活創造応援隊 小田美根子 

 

 2月10日（金）、東浦子育てネットワーク運動推進協

議会主催のＣＡＰ講習会に行ってきました。 

 子どもの身の安全が脅かされる事件が多い昨今、

20才代～80才代まで多くの方が参加され関心の高さ

がうかがえました。講習会では、「子どもワークショッ

プ」の一部実演紹介もあり、子どもたちが暴力にあい

そうになったときに喉からの声ではなくお腹から出す

「ウォーー」というような低い声で助けを求めようなど、

「危険に遭遇したそのときに、なにができるか」、「おと

なは、そのときの話をよく聴くこと」、など具体的でわ

かりやすいものでした。子どもたちの意識が変わり、

おとなの子どもたちへの接し方も変わってくるものと

思われます。「子どもはおとなが守ってやらなければ

何もできない無力な存在ではありません」という言葉

が心に強く響きました。                          

 ＣＡＰ（キャップ）とは、誘拐やいじめなどの様々な暴力から、

子ども自身が大切な自分を守るための「暴力防止教育プログ

ラム」です。ＣＡＰプログラムは、単にＨｏｗ toで暴力への対処

方法を教えるものではありません。ワークショップ（参加体験型

学習）では劇や話し合いなどを通して、参加した子どもたち一

人ひとりが、自分の考えや思いを出し合い、友達の多様な考

え方に触れながら、自分や友達の人権について学んでいくこ

とによって、自尊感情を育んでいきます。 

       ＣＡＰの歴史 

1978年 アメリカ・オハイオ州コロンバス市の 

     レイプ救援支援センターで開発される。 

1985年 森田ゆりにより日本に紹介される。 

1995年 CAP実践者を養成するための「CAPス  

         ペシャリスト養成講座」が開催される。 

2001年 日本の「CAPセンター・JAPAN」がNPO  

          法人格を取得する。 

   ～ＣＡＰについてのお問い合わせは～ 

 ＣＡＰこうべ TEL/FAX  078-641-8798 

 毎週火･木･土曜日  10:00～18:00 

  （但し祝祭日はお休みです） 

〒653-0851 神戸市長田区五位ノ池町4-1-16-103 

         代表 ：  原田  薫 

 ★ 町内会やＰＴＡの集まりのときに声をかければ来て 

いただけるそうです。ぜひ一度体験してみてください。 

 何年か前のこと、友人のお母さんが自転車で買い物

に行った帰り道。洲本市内の道で、自転車に乗ったさ

わやかな感じの若者二人が、自分の前と横に近づいて

きたので通りにくいなと思っていたら、後ろから来たや

はり自転車の若者が前かごに入れていたバッグを

サッ！と。咄嗟のことに声も出ず、周りに人がいたにも

かかわらず誰も助けてくれず･･･。アッという間の出来事

にただ唖然！ 

教訓：前篭にバッグを入れるときは持ち手を出しておく

のは危険。「盗ってください」と同じです。 

                   応援隊 西岡真理子 
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 生活創造情報プラザだより Page ４ 
 県民交流広場だより 

    江井県民交流広場に集まろう！！ 
         ～県民交流広場等のネットワーク化支援事業～  

         ～生活創造活動グループ交流会～ 

 2月19日（日）晴れ 江井コミュニ

ティセンターは、子どもたちや江

井地区の皆さん、生活創造活動

グループが集合、話して、踊って

歌って食べての交流、とてもとて

も賑やかでした。 

試食の調理はいずみ会の皆さんが担当 

食文化研究会は、ちぢみの作り方

実演をしました。↑↓ 

種も仕掛けも 

ありまっせー 

おこさまランチは親子で歌も！ 

手づくり紙芝居「くまさんアイス」 

淡路おやこネットワークぽんぽこ 

得意技は、南京玉すだれ～！ 

阿万県民交流広場から

も来てくれました。 

魂～kon～のよさこい踊りで会場は大盛況！ 

食育の講師 川口睦子先生 

江井コミュニティーセンター 

大谷館長の挨拶。 

淡路まじっくさんの手品↑↓ 
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Page ５ 生活創造グループを紹介しま～す・くらしのパートナーシップ 

  結成は２００１年４月２日でメインは二人で活動していましたが今現在はメインメンバーで約８人と人数も増

え幅広い活動とジャンルが構成されるように成りました。完全オリジナル志向でしたが最近ではコピーも取り

入れるようになり今までとは違う一面も見せます。しかも他には無いストリートジャズダンス、ビデオグラフィッ

ク、ローディー、モニター、PAなどあらゆるエンジニアがメンバ入りしたのも近年に至ります。ミクマライブでは

WoL（ボル）の奏でる洗礼の旋律、MATSUMOTOの歌う甘い歌声、HIROYUKIの刻むバッキング、

TOMOKOの激しいダンスは見る人聞く人を楽しませてくれるのではないでしょうか。早い成長を遂げている

ので今後の動きも注目？！          Ｅ－ｍａｉｌ  ＷＯＬ@workgroup.ne.jp  

  ミクマホール（洲本港３F）ライブ３月２５日１６時スタート！ 無料 

音楽好きの集

まりで構成した

グループです。 

 小学四年生の空手チャンピオン（関西ブロック）野上一誠君

は保育所のころから空手道場に通い始めました。入門したこ

ろは、どちらかというと内気なタイプでいっしょに入門したおね

えちゃんの後ろをつきまわっていたそうです。しかし勝負に勝

つたびに自信をつけ 黒帯になった今ではすっかり兄貴的存

在になっています。彼を育てた 成勇會館 指導員中川玄充

（たかみつ）さんは 「一誠は、体がやわらかく、どんな技でも

つかえる子。特にハイキック（上段まわしげり）膝蹴りがいい」と

言っていました。時には、厳しく指導することもあるという中川

指導員。これでいいのかなと悩む時もあるそうです。けれども

自分の気合いが子どもたちに伝わった時、指導した子どもた

ちが入賞した時、なんともいえない充実感に満たされそんな

悩みもどこかにいってしまうそうです。押忍！押忍！のかけ声

の挨拶は、なんとも男らしく、これぞ大和魂！！と古きよき時

代の師弟愛がここにはあると思いました。押忍！！ 

                           取材：川原雅代 

 紹介しま～す！！ 

くらしの中の人と人、 

人と場所、人と物etc 
との素敵な関係・・・ 

くらしのパートナーシップ 

 代表：森田和幸 

☎０７９９-８５-１２６５ 
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Page ６ 淡路文化会館･生活科学センターからのお知らせ 
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Page ７ 淡路の文化活動･イベント情報 

「ポケットあわじ」はホームページでもご覧になれます。 

  http://www7.ocn.ne.jp/~awaji-ch/index.htm 
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Page ８ 淡路の文化活動･イベント情報 Page ８ 淡路の文化活動･イベント情報 

「ポケットあわじは」どこで手に入るの？・・・淡路島内各市町の庁舎・役場、公民館、ホール、商業施設などで無料

配布されています。また、ホームページでもご覧になれます。  http://www7.ocn.ne.jp/~awaji-ch/index.htm 

ポケットあわじでは、皆さまからのお便り、まちの

情報をお待ちしています。 お気軽に！ 

（発行）淡路生活創造応援隊 

県立淡路文化会館・県立淡路生活科学センター      

  〒656-1521 淡路市多賀600  

             TEL0799-85-1391 

         FAX0799-85-0400 

 E-mail：awaji-ch@theia.ocn.ne.jp 

         編集だより 

春のやわらかな香りが漂ってくると、ウキウキした気

分で「う～ん、心身ともに良好！」っていう感じで

す。こんなときの表情は、多分周囲の人にも好感を与える

のではないのかと・・・。このストレスの多い時代にいつも笑

顔でというのは不可能ですが、物事をポジティブにとらえる

ように務めることも素敵な表情を作るための大きな要素で

すね。     生活創造活動コーディネーター  いりいり 


